
詔

書

省

令

告

示

名

称

主

た

る

事

務

所

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

山
梨
県
甲
府
市
国
母
八
丁
目
十
三
番
三
十
号

平成™™年�月™›日 木曜日 第œš›—号官 報

日
本
国
憲
法
第
七
条
及
び
第
四
十
六
条
並
び
に
公
職
選
挙
法
第
三
十
二
条
に
よ
っ
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日

に
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
を
施
行
す
る
こ
と
を
公
示
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

住
所
静
岡
市
葵
区
田
町
１
丁
目
3
7番
地

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・
ボ
ン
ド
ク
平
成
５
年
５
月
3
0日

生ミ
ユ
キ
・
ボ
ン
ド
ッ
ク
平
成
1
0年
５
月
５
日
生

住
所
北
海
道
函
館
市
的
場
町
1
7番

3
0号

許
鳳
娟
昭
和
5
9年
６
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
大
谷
田
１
丁
目
１
番
１
`
1
1
1
3号

申
春
英
昭
和
5
4年
３
月
1
6日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
高
洲
４
丁
目
４
番
２
`
8
2
0号

魏
幼
芳
昭
和
5
2年
３
月
２
日
生

住
所
茨
城
県
小
美
玉
市
川
戸
9
8
8番
地
1
1

王
涛
昭
和
5
8年

1
1月

1
8日
生

住
所
大
阪
府
和
泉
市
福
瀬
町
7
7番
地
８

マ
ム
ド
ウ
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
ハ
メ
ド
・
ハ
ッ
サ
ン

昭
和
3
7年
８
月
１
日
生

住
所
埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
2
6
6
8番
地
３

林
濤
昭
和
5
1年
２
月
2
0日
生

冷
玉
栄
昭
和
5
2年
２
月
1
6日
生

林
雨
杭
平
成
1
1年
８
月
2
6日
生

住
所
長
野
県
下
高
井
郡
木
島
平
村
大
字
往
郷
2
4
8
6番
地

馬
振
雲
昭
和
5
4年
３
月
６
日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
５
丁
目

3
1番

1
0
`

4
0
3

号譚
馨
昭
和
5
2年
２
月
５
日
生

住
所
東
京
都
調
布
市
富
士
見
町
３
丁
目
2
6番
地
1
7

李
鐘
錫
昭
和
5
5年
７
月
2
1日
生

住
所
山
口
県
萩
市
川
上
1
3
7
9番
地

高
朋
娟
昭
和
5
7年
２
月
2
8日
生

住
所
東
京
都
北
区
赤
羽
北
２
丁
目
2
2番

1
0
`
1
2
1
5号

和
冰
昭
和
5
6年

1
0月
５
日
生

住
所
東
京
都
北
区
赤
羽
北
３
丁
目
2
6番
３
`
4
0
7号

張
Ÿ
Ÿ
昭
和
5
1年

1
0月

1
6日
生

住
所
横
浜
市
西
区
霞
ケ
丘
5
8番
地
３

段
薇
昭
和
5
1年

1
0月

2
5日
生

住
所
横
浜
市
戸
塚
区
下
倉
田
町
2
5
0番
地
3
3

李
美
£
昭
和
5
4年
２
月
1
4日
生

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
十
一
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政

令
第
八
十
九
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執
行
の
参
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
長
及
び
そ
の
職
務
代
理
者
を
次
の
と
お
り
選
任
し
た
の
で
、
同
令
第
八
十
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

住

所

氏

名

選
挙
長

三
重
県
津
市
北
丸
之
内
一
四
三
e

二

伊
藤

忠
治

選
挙
長
の
職
務
代
理
者

東
京
都
目
黒
区
大
橋
二
e

一
七
e

三
八
e

一
e

二
〇
一

田
口

尚
文

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
十
二
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
九
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執

行
の
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
金
額
の
制
限
額
を
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

候
補
者
一
人
に
つ
き

五
千
二
百
万
円

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
十
三
号

平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執
行
の
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
、
政
見
放
送
及
び
経
歴
放
送
実

施
規
程
（
平
成
六
年
自
治
省
告
示
第
百
六
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
各
参
議
院
名
簿
届
出
政
党
等

の
政
見
放
送
の
日
時
を
定
め
る
く
じ
を
、
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

日
時

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

午
後
八
時

場
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
二
号

中
央
合
同
庁
舎
第
二
号
館
地
下
二
階

総
務
省
講
堂

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
二
号

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号

の
団
体
と
し
て
次
の
団
体
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
東
京
都
江
東
区
新
大
橋
１
丁
目
８
番
1
5
`
4
0
1号

林
天
昭
和
4
4年
６
月
1
9日
生

住
所
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町
3
6番
３
`
4
0
3号

フ
ラ
ン
シ
ス
カ
・
ミ
ウ
キ
・
カ
ス
テ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
・

イ
ソ
ベ
昭
和
5
7年

1
2月

1
2日
生

住
所
千
葉
県
四
街
道
市
め
い
わ
５
丁
目
1
2番
１
号

蕭
立
芳
昭
和
3
8年
３
月
1
6日
生

住
所
熊
本
市
南
熊
本
２
丁
目
９
番
３
号

趙
倫
瑶
平
成
９
年
６
月
７
日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
指
扇
1
2
1
2番
地
７

ツ
ォ
イ
・
イ
ェ
ン
・
フ
ァ
ン
昭
和
4
9年
５
月
1
1日
生

住
所
浜
松
市
南
区
本
郷
町
1
2
9
9番
地
1
6

林
玉
貞
昭
和
4
2年

1
0月

2
6日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
梅
島
１
丁
目
1
5番

1
5
`
2
0
8号

朱
思
怡
平
成
元
年
４
月
1
6日
生

住
所
横
浜
市
栄
区
野
七
里
１
丁
目
2
3番
８
号

金
元
成
昭
和
5
1年
８
月
2
6日
生

金
美
幸
昭
和
5
1年
４
月
１
日
生

金
紫
央
平
成
2
0年
３
月
８
日
生

住
所
福
岡
市
中
央
区
大
手
門
３
丁
目
７
番
1
3号

張
玲
昭
和
5
4年
２
月
９
日
生

住
所
岡
山
県
津
山
市
横
山
1
1
0
0番
地
１

エ
メ
ル
ソ
ン
・
カ
ズ
ヒ
ロ
・
ハ
ヤ
シ
昭
和
5
1年
９
月

1
0日
生

ド
ロ
テ
ヤ
・
マ
ナ
ン
サ
ラ
・
ハ
ヤ
シ
昭
和
4
7年
３
月

1
6日
生

ク
リ
ス
チ
ア
ニ
・
マ
ユ
ミ
・
ハ
ヤ
シ
平
成
1
2年

1
0月

１
日
生

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ユ
キ
ヒ
ロ
・
ハ
ヤ
シ
平
成
1
4年

1
2

月
2
6日
生

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ユ
・
ハ
ヤ
シ
平
成
1
7年

1
0月

3
1日
生

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
七
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
事
業
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
の
八
の
下
欄
中
「
第
三
章
第
十
三
規
則
\
及
び
]
æ
」
を
「
第
三
章
第
十
三
規
則
1.1
、
1.2
及
び
1.3
並
び
に

2.1
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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